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「特別の教科 道徳」を中心とした道徳性の育成

地域素材・地域人材の活用

児童一人一人の居場所づくり・絆づくり

児童理解の充実

読書の質的向上

自己管理能力の育成

体力向上につなげる取り組み

　「給食時間に給食指導（手洗い・配膳・食事マナーなど）を
継続的に行っている。」に対して，肯定的に回答している職員
の割合は，１００％。「食育の視点を取り入れた教科指導を
行っている。」に対して，肯定的に回答している職員の割合
は，９３．５％。「病気やけがの予防について，継続的な指導
を行っている。」に対して，肯定的に回答している職員の割合
は，９６．８％。「お子さんは，マナーを守って，好き嫌いせ
ず，食事をしている。」に対して，肯定的に回答している保護
者の割合は，７５．２％。「お子さんは，病気やケガをしない
ように気をつけて生活している。」に対して，肯定的に回答し
ている保護者の割合は，９１．０％。「マナーを守って，すき
きらいせず，食事をしていますか。」に対して，肯定的に回答
している児童の割合は，８５．６％。「病気やけがをしないよ
うに気をつけて生活していますか。」に対して，肯定的に回答
している児童の割合は，８９．８％。
　食育授業を実施した学年は２学年のみなので，２学期中に全
学年が取り組み，好き嫌いせず食べようという意識をもたせた
い。

　「給食時間に給食指導（手洗い・配膳・食事マナーなど）を継続的に
行っている。」に対して，肯定的に回答している職員の割合は，９７．
０％。「食育の視点を取り入れた教科指導を行っている。」に対して，
肯定的に回答している職員の割合は，９７．０％。「病気やけがの予防
について，継続的な指導を行っている。」に対して，肯定的に回答して
いる職員の割合は，９７．０％。「お子さんは，マナーを守って，好き
嫌いせず，食事をしている。」に対して，肯定的に回答している保護者
の割合は，７５．０％。「お子さんは，病気やケガをしないように気を
つけて生活している。」に対して，肯定的に回答している保護者の割合
は，９０．９％。「マナーを守って，すききらいせず，食事をしていま
すか。」に対して，肯定的に回答している児童の割合は，８４．３％。
「病気やけがをしないように気をつけて生活していますか。」に対し
て，肯定的に回答している児童の割合は，９０．４％。
　全学年食育授業を行い，給食時間には栄養教諭が巡回することでマ
ナーやバランスの良い食事について意識を高めることができた。意識だ
けでなく，行動にうつし，できたと実感できる指導が必要。学校保健委
員会では実際にヨガ運動をし，けが予防のために一人一人が気持ちの持
ち方や体づくりについて考えることができた。
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　教科のねらいと関連させながら，補助運動として１学期
は「スポチャレいしかわの４０mリレー」に全学級が取り
組んだ。児童玄関に各学級の記録を掲示することで，意欲
につながり，何度も取り組む学級が多くあった。２学期以
降も継続していきたい。
　児童が企画・運営する体力向上遊びでは，体育委員会の
児童が「いちのこオリンピック２０１９」を企画し全校で
取り組んだ。昨年度のスポーツテストの結果では，本校児
童は「握力・柔軟性・瞬発力」に課題があった。いちのこ
オリンピックでは，これらの課題の向上につながるような
運動遊びを児童が考え，ビンゴゲームのようにすることで
運動に親しみながら体力の向上に取り組んだ。３列ビンゴ
になった児童は，全校６７０名中１７０名であり２５％の
児童であった。運動に親しみながらできる取り組みを継続
していきたい。

　バランスの良い体力の向上を目指し，２学期は「スポ
チャレいしかわのシャトルボール」，ロードレース大会に
向けての長休みの持久走練習「らんらんタイム」に取り組
んだ。ラダーを使った準備運動は，メディアホールにライ
ンテープを常時用意しておくことで，休み時間に運動に親
しんでいる児童が多くいた。２学期は，運動会やロード
レース大会に向けた取り組みが多くあった関係で，スポ
チャレいしかわの取り組みは１学期に比べ少なかったこと
が課題として残った。年間の行事を見据えて，より多く取
り組めるような手立てを講じていきたい。３学期はスポ
チャレいしかわ「８の字とび」に取り組むが，体育委員会
の児童を中心に全校へ呼びかけを行い，参加率の向上と体
力の向上を図れるようにしていきたい。また，前期の体育
委員会の児童が企画した体力向上遊びを後期の委員会でも
行っていくことで，運動に親しめる機会を多くもてるよう
にしていきたい。

・教科のねらいと関連させながら，補助運動として「スポ
チャレいしかわ」に取り組み，バランスよく体力の向上を
目指す。体育の準備運動としてラダーを使った準備運動に
取り組めるようにする。
・児童が企画・運営する体力向上遊びに全校で取り組むこ
とで，運動に親しむ時間を設け体力の向上を目指す。
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・栄養教諭を中心に，学年の実態に応じた食育の授業を年
１回行う。
・けが予防については，学年の実態に応じて段階的な指導
方法を考え，実施する。学校保健委員会では『けがをしに
くい体づくり』をテーマに講師を招聘し，けが予防への意
識付けを行う。

　６月に，道徳教育を充実させるための取組について全職
員で共通理解をした。また，道徳教育推進教師研修の報告
も併せて行い，道徳教育と道徳科に関する基礎的理解や評
価の在り方等についても確認した。
　道徳授業の公開については，１学期末の時点で３クラス
が保護者に公開を行っている。２学期の学校公開や３学期
の授業参観で確実に授業公開が行われるように声をかけて
いく。

　「縦割り活動などで，他の学年とかかわるのは楽しいで
すか。」に対して，肯定的に回答している児童の割合は，
９６．２％であった。６年生は，下学年のことを考えなが
ら活動する経験を通して，責任感やリーダー性を育むこと
ができている。また，どの学年も，今までに関わりのな
かった児童同士が新たな関わりをもて，活動で楽しそうな
笑顔がたくさん見られた。２学期も活動を継続していく。
　「魅力ある学校づくり」では，学年で共通実践をし，児
童の意識調査を受けて，夏季休業中に実践の成果と見直し
を話し合う。２学期はさらに学年で一体となって取り組
む。

　「縦割り活動などで，他の学年とかかわるのは楽しいで
すか。」に対して，肯定的に回答している児童の割合は，
９３．７％であった。５年生の肯定的な割合が下がった
が，３学期は５年生が主体となり行うので，全教職員が企
画から振り返りまで関わり，来年度のリーダーとして自己
有用感や肯定感を育んでいく。
　「魅力ある学校づくり」では，児童の実態調査を受け
て，１２月中に実践の成果と見直しを協議した。成果の
あった取組は継続し，児童の意識と差があった点について
改善していく。学年末にあたる３学期には，次年度へつな
がる取組を学年一体となって取り組んでいく。
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・児童が互いに関わり合える場を設定し，みんなで取り組
むことのよさを実感させる。
・『魅力ある学校づくり調査研究事業』を通して，学年・
学校が一丸となって児童の実態把握を行い，具体的なプラ
ンを立て，取組を確実に実施していく。年間３回の取組の
検証を行う。
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　学年別の児童理解の会で，困り感のある児童について
困っていることだけでなく，支援の手だてについて具体的
に話し合う機会をもつことができ，学年全体の児童につい
て理解を深めることができた。
　事例研修会については，１学期に開くことができなかっ
たので，２学期に開催する予定で計画を立てる。

　「児童理解の会を行い，児童への理解を深め，適切な支
援方法の共通理解を図り，実施している。」に対して，肯
定的に回答している職員の割合は，９０．９％。
　学年別の会で，支援の手だてを協議し，全体会で全教員
で共通理解を図ることができた。
　事例研修会，教育相談研修会の実施により。支援方法や
児童への関わり方について研修し，対応力の向上を図るこ
とができた。

・児童理解の会を全体又は学年別で行い，児童への理解を
深め，適切な支援方法の共通理解を図り実施する。
・個に応じた対応力を向上させるために講師を招聘し，事
例研修会を行う。
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　１学期の貸出し冊数は，昨年度の１学期と比較すると９
２８冊増加している。不読者がいるので，学級担任を通じ
て，借りるよう働きかけていく。
　良書に親しむためのチャレンジ１０冊の取り組みは，Ⅰ
学期末で１６３人が達成している。（達成率２４％）高学
年の達成率が５年３％，６年４％と低いので，１年間で達
成するよう促していく。

　２学期末の貸出し冊数は６５４８１冊で，昨年の同時期
より８０９冊多く，不読者への声かけの成果が表れてい
る。
　チャレンジ１０冊の取り組みは，２学期末で２１２人が
達成している。（達成率３２％）高学年は，５年５人，６
年４人と増加が見られないので，月ごとの貸出し冊数に加
え，チャレンジ１０冊の達成成果も担任に伝える等の手立
てを考え，チャレンジ１０冊読書への意欲付けを行う。

・児童１人１人が読書に対するめあてをもち，「本のとび
ら」や「この本を読もう」などを活用しながら，読書量の
増加を図ったり，良書に親しんだりするよう働きかける。
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第１回評議員会（学校評価計画作成時（６月））
・良い施設を上手に使ってよい教育を行ってほしい。
・地域の先生を活かしていってほしい。ＰＴＡという言葉があるが，本来はＰＴＣＡであるべき。（Ｃはコミュニティ）。地域の人材を活かして目標に沿った教育活動を行ってほしい。
・道徳は本来家庭であるべきである。だからこそ，特に道徳教育にＰＴＡを巻き込むような取組を願いたい。
・児童はみんな意欲的に授業に参加している。報道等で報じられている「たちあるき」などがなく，とてもよい。継続するよう指導をしてほしい。
・教師には若手ベテランといるが，その差なく子どもたちは真面目に学習に取り組んでいる。児童の学習に対する関心度が高い。
・スマホの問題が心配である。特に，体に与える影響などが心配である。ＰＴＡを巻き込んで，保護者に知らせていってほしい。

第２回評議員会（学校評価最終評価（２月））
・縦割り活動は、良い取り組みである。年の差がある子どもたちがふれあってとけあって、成長につながっていくものである。
・読書時間について、若い人は新聞も読まなくなってきた。ニュースも見ないようだ。時間がない中での読書は難しいと思うが、いろいろな本を借りてほしい。
・スマホについて、４年生の所持率２５％と聞き、驚いた。中学生サミットでは、インターネットとの付き合い方を考えている。小学生にもという動きもある。
・交通安全について、若杉交差点から若杉北までの間の歩道が明確でなく危険である。昔から危ない所である。
・学校の働き方改革は進んでいるか。持ち帰りをしている先生もあるようだ。英語やプログラミングなど先生方の業務は多様化し、多くなっているのが現状ではないか。退職された先生や地
域の力をもっと活用して、改革していってもらいたい。

目標・具体的取り組み 取組の状況（中間・８月提出） 取組の成果と課題（年度末・３月提出）

道
徳
教
育

　全職員で共通理解した「道徳授業の保護者への公開」に
ついては，全学年全クラスが行い，道徳科の授業への理解
をうながすことができた。また，２年目となる道徳科の評
価についても，混乱なく適切に進めることができた。保護
者との連携という点でいえば，例えば，公開後にアンケー
トをとるなど，学校と保護者が道徳について共通理解を図
ることができるような取組をしていくことも考えていきた
い。また，道徳性を育む環境もやや不十分であったと感じ
ているので，来年度は整備していく。

・授業参観や学校公開で，全学級で道徳授業を公開し，家
庭や地域と連携して道徳性を高める。
・ねらいを明確にした道徳授業を実践し，指導と評価の一
体化を図る。
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　各学年，年間指導計画に基づき，児童に学習の前後で，
地域に対する見方や考え方がどのように変わったかアン
ケートを行っている。
　一学期は，２年生が「町探検にいこう」，５年生が「お
米調べ学習」について取り組んでいる。自分の住んでいる
地域に対し，どのように見てどんなことを考えているか把
握できると良いと思う。児童一人一人が，調べたいことに
対し自分のめあてを持ち，解決に向けて努力することがで
きるように，二学期以降も取り組んでいきたい。

　地域と密着している単元において，学習前後でアンケー
トを引き続き行った。地域のことをよく知っているかとい
う問いに対し，どの学年もよくあてはまる割合が少ない結
果がみられた。人の役に立つ人間になりたいと思う児童の
割合は，多くみられた。
　基本的に，キャリア教育の資質や能力は，普段の学習や
学校生活の中で培われていくものである。今年度，取り組
んだ児童の実態や変容を把握し，来年度へつなげていきた
い。

・夢や希望をもって努力し，意欲をもって学び続ける児童
を育てるために，地域素材・地域人材を活用する。
・ボランティアマインドを育成し，相手の立場に立って考
え，行動しようとする児童を育てる。


